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今年のフォーラムは、12月 9日 (土)に「コムフアースト・アビタ足利店
1階 コム広場」、10日 (日 )に「足利市民プラザ文化ホール」で開催します。

詳しくは、ポスター・チラシ、「あしかがみ」(11月号)を見てね

人権尊重の意識づくりと男女共同参画社会の実現を図るため、「人権週間」に伴う

啓発事業の一環として、フォーラム実行委員会が中心となつて開催しています。

【第 1部】表彰式 【第2部】講演会

人,"メ ‐′0,,,ター

【第3部】展示会・着ぐるみショー

結婚問題について対談形式で講演

(8月 24日 )
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＼ 昨年の「ひとtoひとのフォーラム足利2016」 の様子

「世界人権宣言」と「人権週間」

世界人権宣言は、 1948(昭 和23)年 12月 10日 に、国際連合総会で採択され、その後、

12月 10日 は「人権デー」に指定され、国連をはじめ各国で「人権」をテーマに様々な行事が

行われています。

この宣言は、前文と30の条文で構成されています。全世界すべての人々の人権を守ることを

公的に明らかにしたもので、多くの国々で翻訳されており、世界的にも重要な文書のひとつです。

日本では、 12月 4日 から10日 を「人権週間」に定めて、全国的に人権意識の高揚を図るた

めの啓発活動が展開されています。

足利市では、「ひと toひ とのフォーラム」の開催や人権推進広報紙「おもいやり」を発行し、

たくさんの市民の方に「人権」を考えてもらえるような取り組みをしています。
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